熱力学（4M専門科目）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［2005年度用］

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

科目名：熱力学（英文科目名：Thermodynamics）

　　　　2単位　必修　機械工学科4年　通年

担当教官：菊地吉郎　（居室：機械工学科棟1階）

　　　　Tel:0285-20-2209   E-mail:kikuchi @oyama-ct.ac.jp

授業目的：

熱と仕事とは本質上同じものであり、互いに変換できることの理解

理想気体の性質の理解と、状態変化の計算法の習得

サイクルの性能評価法と自然現象の方向性の理解

熱エネルギを利用して動力を発生するサイクルの理解

達成目標：

熱量の計算および熱力学の第一法則に関する計算をできる。

理想気体の状態変化を計算できる。

サイクルの性能計算をでき、熱力学の第二法則を説明できる。

いろいろなサイクルを計算でき、動力を発生する装置を説明できる。

　技術者教育プログラムの学習・教育目標：Ａ－1，Ｃ－1

　JABEE 基準1の（1）との関係：ｄ（2－ａ），ｇ

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

教科書：北山直方「図解　熱力学の学び方」オーム社(1997)

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

授業内容：

熱力学で取り扱う物理量―温度、圧力、熱量、仕事率、比熱、密度、質量―（4週）

熱力学の第一法則―内部エネルギ、仕事、エンタルピ―（4週）

理想気体の状態変化―状態式、ガス定数、比熱比、自由膨張、等圧・等容・等温・断熱・ポリトロープ変化―（7週）

熱力学の第二法則―可・不可逆変化、サイクル、PV線図、熱効率、動作係数、カルノーサイクル、冷凍サイクル、クロージウス積分、エントロピ―（7週）

具体的なサイクル―オットー・ディーゼル・サバテ・スターリングサイクル、インジケータ線図、

動力、蒸気、ランキンサイクル―（8週）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

評価方法：

　評価は前期中間・期末および後期中間・期末合計4回の試験の平均点で行い、60%以上を合格とする。
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